
 しょうじさんが、かなの家に来て、もう 3 年が経とうとしています。 

（緊張なのか？）最初はあまり話さなかったけれど、最近は朝まどい 

（ケアホーム）の２階で「コーヒーおいしいよ」とコーヒーを飲んだり、

「うれしい」「ごはん・・・おいしかった」と言うことも増えてきました。 

  そんなしょうじさんに質問してみました。 

 

    

            

                                                                                                                                                                                                                        
 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

    

    

    

    

            

                                                                                                                                                                                                                    
 

 

 

                

                政一政一政一政一ですですですです。。。。今今今今はははは、、、、外外外外のののの仕事仕事仕事仕事にににに通通通通っていますっていますっていますっています。。。。そしてそしてそしてそして、、、、通通通通いいいい、、、、初初初初めてめてめてめて 2222 年年年年たちましたたちましたたちましたたちました。。。。                

        会社会社会社会社のののの掃除掃除掃除掃除などをなどをなどをなどを、、、、していますしていますしていますしています。。。。なかなかいいところですなかなかいいところですなかなかいいところですなかなかいいところです。。。。おばさんやおばさんやおばさんやおばさんや、、、、主任主任主任主任のののの人人人人たちたちたちたち    

        がががが、、、、教教教教えてくれるんでえてくれるんでえてくれるんでえてくれるんで、、、、とてもいいとてもいいとてもいいとてもいい人人人人たちですたちですたちですたちです。。。。    中中中中にはにはにはには、、、、おおおおこるこるこるこる人人人人もいますもいますもいますもいます。。。。でもでもでもでも、、、、    

        社会社会社会社会にににに、、、、出出出出るといるといるといるということはうことはうことはうことは、、、、それがそれがそれがそれが、、、、当当当当たりたりたりたり前前前前だとだとだとだと思思思思いますいますいますいます。。。。    これからもこれからもこれからもこれからも、、、、もっともっともっともっと、、、、    

        もっともっともっともっと、、、、厳厳厳厳しいしいしいしい中中中中をををを、、、、がんばってがんばってがんばってがんばって、、、、いきたいといきたいといきたいといきたいと、、、、おもいますおもいますおもいますおもいます。。。。・・・・・・・・・・・・政一政一政一政一。。。。    

 

 

 

 

 

 

～～～～ちかごろのしょうじだいすけちかごろのしょうじだいすけちかごろのしょうじだいすけちかごろのしょうじだいすけさんさんさんさん～～～～ 

しょうじさんと あらわれて消えていく雲を ながめている 

2010    ふゆふゆふゆふゆ 

Ｑ 仕事で何が好きですか？    しょうじ 「はたけ・・・くさとり」 

Ｑ ご飯で好きなのは？      しょうじ 「おつゆ・・・」 

Ｑ 好きな飲み物は？       しょうじ 「コーヒー！」 

 

しょうじさんは時々笑います。その笑いを見ていると、みんながとっても幸せ 

な気持ちになります。 かなの家に欠かせない、大切なメンバーです。 

 

――――    そらそらそらそら。。。。まさいちまさいちまさいちまさいち    －－－－    

『かなの家 24 人のアーティストたち』 と 

アシスタントのみんなより  感謝をこめて 

※ タイトルの「そら」は、いぶきの皆で飼っている愛犬の名前です。 

背景：2010/10/12 沼津・千本浜 

                                    クリスマスクリスマスクリスマスクリスマスおめでとうございますおめでとうございますおめでとうございますおめでとうございます    
                                      

 



 

 

 

 

 

 先日、かなの家の友達と元アシスタントの結婚式に招かれ、たくさんの仲間とア

シスタントでお祝いに出かけてきました。詳しくはかなの家のブログをご覧くださ

い。結婚式の後のお祝いのパーティーで、仲間の何人かは歌を披露しました。その

姿を見て多くの参加者の方々が笑顔になっていました。お祝いの雰囲気がいっそう

暖かいものになったように感じました。 

 

 かなの家の仲間の人たちが集まりの場を和やかな 

暖かいものにする場面をたくさん見てきました。 

１０月のかなの家のお祭りの最後に参加者の全員が 

手をつないで輪になり歌い踊ることができたのも、 

リトリートで黙想の硬さをほぐしてくれるのも、彼ら 

が居てくれるからだと思います。彼らの持っている力 

のひとつとでしょう。それは弱さから来るものではな 

いでしょうか。自分の周りに壁を作らない（作れない） 

ありのままの姿は一緒にいる私たちの心を柔らかくしてくれます。 

 一方、違う見方をすることもできます。弱さは「障害」とも呼ばれ社会生活をす

る上で不便だったり、誰かの迷惑だったりします。できればない方がいいと考える

こともあります。 

 私は還暦を迎えて、ますます物覚えが悪くなり目も体の動きも衰えてきました。

私の中の「障害」が隠せなくなってきました。でもまだ、意識してか無意識にか、

隠している弱さがいくつもあると思います。 

 仲間の弱さは神様からの賜物と感じている一方で、自分の弱さは受け入れるこ

とができない・・このギャップはなかなか乗り越えられません。障害のある自分

を受け入れてあげられればもっと自由になれるとジャンバニエは教えてくれま

す。かなの家で「知的障害」を持った仲間が弱さを生きる姿を見ながら自分の固

さを感じています。 

            

           

 

               秋の外出  －蓬莱橋＆富士山空港― 
                          

  11 月 12 日、お天気にも恵まれ最初の目的地、島田市の大井川に架けられた蓬莱橋に向かいました。  

 蓬莱橋は全長 897.4m、世界一の木造歩道橋としてギネスにも認定された橋です。欄干も低くスリル 

 満点の長～い橋を皆で元気に渡り終えた時はホッとしました。 

  富士山静岡空港では数機の離着陸を見ながら、持参したおむすび弁当を食べました。 

  間近で見る飛行機に仲間達の目は釘付け･･･ 楽しいひと時でした。 

                             

                                                                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

弱  さ 

 

かなの家コミュニティーリーダー 西田正志 

仕 事 の ア シ ス タ ン ト  木 田 佳 代 子  



                        

     

  

 

 

 左頁「弱さ」で触れましたように、11 月 23 日の午後、横浜のカトリック菊名教会で、かなの家の大切な

友人である唐澤祐一さんと、4 年前までかなの家のアシスタントとして仲間と一緒に暮らしを共にしていた、

橋本恵理子さんの結婚式が行われ、かなの家の多くのメンバーも参列しました。 

 今回は恵理子さんにお願いをして、あらかじめ式次第に書かれたごあいさつの中から一部を転載しました。

当日の暖かで親しみのこもったふんいきを予言しているかのようでした。 

 詳しくは「かなの家ブログ」http://blog.larchjapan.org/ をご覧ください。 

 花婿どののコメントはブログ「2010.11.25」のコメントをクリックしてください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２２００１１００年年  ララルルシシュュ・・リリトトリリーートトのの報報告告  

 

  10月9日～12日、神奈川県の聖心丹沢学舎で行なわれまし                                   

                   た。 
 1972年からラルシュに所属し、中米・ホンデュラスのラルシ 

                   ュ･コミュニティ創立に携わり、現在はフランスのコミュニテ   

                   ィで取り組んでおられるナディーン・トカさんをお迎えし、リ   

                   トリートを導いて頂きました。                                               
 

 テーマは、“コミュニティを生きる喜び･苦しみと希望”でした。 

ナディーンさん自身のコミュニティ生活での実体験のお話しを聴きながら、 

静かに、ゆっくり休む時、神さまとひとりひとりが向き合う時、 

ともに祈る時、小さなグループでの分かち合いの時・・・

を持ちました。 

 家庭のアシスタント  岡田はる美 

子供、青年、そして大人が、三つの要素 ―つまり「ひとつになる親しい交わり」 

、協力、専門性を発展させることが出来れば、教育は調和したものとなります。 

ジャン・バニエ 著 

             

佐藤仁彦 訳 

――――ジャンジャンジャンジャン・・・・バニエバニエバニエバニエのことばのことばのことばのことば    『『『『あなたはあなたはあなたはあなたは輝輝輝輝いているいているいているいている』』』』ｐ．ｐ．ｐ．ｐ．183183183183 よりよりよりよりーーーー    

 

 「ひとつになる親しい交わり」はその人を単純な関わりに導き、 

心のつながりへと開かせていきます。 

※ かなの家ボランティア 今林 良さんに選んでもらいました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    唐澤唐澤唐澤唐澤さんさんさんさん・・・・恵理子恵理子恵理子恵理子さんさんさんさん結婚式結婚式結婚式結婚式のののの式次第式次第式次第式次第よりよりよりより     
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 10 月 23 日、澄み切った秋空の下、第 19 回（？）

かなの家まつり 2010 が行われました。 

 

 昨春、すまいの「つどい」が安倍口新田に移って

一年半が経ち、少しずつ地域の方々に「かなの家」

を受け入れていて頂いてきたからでしょうか、当日

は 10 時の開場前から近隣の方々が関心を持って

たくさん来て下さいました。 

また、実習に来てくれ

た大学生たちや、かな

の家ゆかりの友人たち、

静岡教会の教会学校の

子どもたちが遊びに来

てくれたことも、とて

も嬉しいことでした。 

 

午前中の仲間の演芸会は、 

一人一人の個性が光り、 

午後は「ノアの箱舟」の 

劇を、お客さんも一緒に 

参加してもらって、皆で 

演じました。 
 

 

 
 11 月 25 日から 30 日まで、静岡市葵区両替町にある 

「ギャラリー濱村」で、「かなの家のアーティストたち」と題して、 

展示会を催しました。半年前から教会の佐々木寿美子氏の指導の元、 

月 2 回の水曜に「絵画教室」を開き、出展の準備をしてきました。 

  最初は「絵なんて描きたくない」と言っていた仲間の人が、先生に褒 

められ、自信を持ち、絵を描くようになり、素晴らしい作品を仕上げて 

いました。 

 そういった新たな発見や、その人の持っている可能性を改

めて知ることの出来た、貴重な機会だったと思います。 

 展覧会では県内をはじめ、たくさんのお客様が来て下さい

ました。地元紙にも写真入りで取り上げられ、掲載された仲

間たちはとても喜んでいました。色鮮やかな絵、作品に、それぞれの個性の豊かさが表れ、

お客様たちからお褒めの言葉や、元気が出てくるというご感想などを多数いただきました。  

  企画してくださったボランティアグループの皆様、場所を提供して下さった濱村様、 

                ご家族の皆様、お 1 人お 1 人に、心からの感謝を申し上げます！ありがとうございました！ 

 
 

Ａ Ｊ Ｕ  ラ ル シ ュ ・ か な の 家  低 料 第 三 種 郵 便 物 認 可  2010/12/14(火) 

今年は屋台の食べ物も早々に売り切れてしまい、 

 せっけんや手作り雑貨、ﾊﾞｻﾞｰの品々もたくさん買 

 っていただけ、売り上げの一部は例年通り、フィリ 

 ピン・プンラのラルシュ・コミュニティに寄付させ 

 ていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

    

       

 一年の数ある行事の中でも、仲間・アシスタント  

（職員）ご家族・友人が一体となって力を出し合い、 

協力し合って作り上げていくかなの家祭りは、やは 

り「かなの家」への帰属感を深く味わえる時です。 

 まつりの最後、一人一人の参加者が手をつなぎ、  

輪になって踊り、またそれを見守る人々の姿に、 

コミュニティの紡ぎだす不思議な力を感じて、何か 

心がホッと温まるものを感じました。 

           

          最後に、まつりにご協力くだ   

          さったすべての皆様、本当に  

          ありがとうございました 
 

 

家庭アシスタント 中野里晃祐   

ラルシュ・かなの家 

〒421-2114    静岡市葵区安倍口新田 65-5 

TEL＆FAX    ０５４－２０６－０８３０ 

郵 便 振 込    00870-9-17938ラルシュ かなの家 

E －MAIL    larche_kana@yahoo.co.jp 

ウエブ    http://www.larchejapan.org 

ブログ     http://www.blog.larchejapan.org 

かなのかなのかなのかなの家家家家ブログブログブログブログをぜひご覧ください。 

    制作・印刷  

社会福祉法人 かなの家 

プリントハウスまどい 

ご用命は 左記 Tel･Fax･E-mail にて 

お願いいたします。 


